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共同募金の一部は、被災地支援にも役立てられています。

被災した宝珠山村では、連日多くのボランティアに支えていただきました。
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赤い羽根共同募金　期間：10月1日～12月31日

◆自分の住んでいる地域をより良くするための募金です。

◆10月から12月までの3か月間、全国一斉に行われます。

◆お年寄りや障がいのある人、子どもやその親など、助けを必要としている人たちのために役立てられます。

◆集まった募金のうち、約75％が飯塚市内の身近な福祉活動に、残りの約25％が福岡県内の福祉活動や災
　害の支援などに役立てられます。

◆災害時には、「災害ボランティアセンター」の運営や被災地支援にも活用されます。

赤い羽根
つなぐ地域と笑顔の輪

赤い羽根
つなぐ地域と笑顔の輪

赤い羽根共同募金ってなあに？

平成29年度飯塚市支会の目標額　22,000,000円

　今年も、赤い羽根共同募金運動が10月1日より始まりました。毎年

多くの方々のご理解、ご協力により「じぶんのまちを良くするしく

み」として、地域の様々な活動に役立てられております。

　また、今年7月に発生した九州北部豪雨をはじめ各地の自然災害

などの復興支援にも、この共同募金が生かされております。

　一人でも多くの方に共同募金運動に賛同していただき、住みやす

い街づくりに取り組んでまいりますので、皆さんのご理解・ご協力を

よろしくお願いします。

　平成28年度は、皆様の善意により
21,245,984円の募金をお寄せいた
だきました。
　お寄せいただきました募金は、今年
度下記のように配分され、身近な福
祉のために活用されています。
　皆様のあたたかいご協力ありがと
うございました。
　
◆福祉啓発のために
 1,625,000円
◆地区(校区)社協のために
 5,185,000円
◆児童・青少年のために
 284,100円
◆障がい児・者のために
 230,000円
◆高齢者のために
 6,569,300円
◆ボランティア活動のために
 221,100円
◆地域福祉整備のために
 1,373,000円
◆福岡県域の事業のために
 3,818,925円
◆募金運動の推進のために
 1,302,180円
◆災害等準備金のために
 637,379円

福岡県共同募金会
飯塚市支会長
田中　英美

Q．どうして目標額や目安額があるの？
A．共同募金は、予めおおよその使い道を決めたうえで、必要な額

を集める「計画募金」です。地域の福祉を充実させるために必

要な金額を「目標額」として設定し、それを達成するために1世

帯当たりの「目安額」を設けて募金協力をお願いしています。赤

い羽根共同募金は強制ではありませんので、「じぶんのまちを

良くするための目安額」としてお考えいただき、可能な範囲で

ご協力をお願いします。

赤い羽根
共同募金運動
実施中
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平成29年7月5日、断続的な記録的豪雨により、朝倉市や東峰村、大分県日田市などに大きな被害が発生
しました。多くの方が犠牲となり、亡くなられた方に謹んでご冥福をお祈りするとともに、被災された皆
様には心よりお見舞い申し上げます。4か月が経った現在も、復旧・復興に向けた活動が続いています。

本会では、福岡県社協の要請に基づき、
現地災害ボランティアセンターに職員を派遣しています。
【派遣日数：朝倉市、東峰村合わせて58日(延べ90名)　9月末現在】

　ご協力ありがとうございました。
　お寄せいただいた義援金は、福
岡県共同募金会を通じて福岡県災
害対策本部へ送金し、福岡県が設
置する義援金配分委員会を通じて
被災地へ届けられます。受付期間
が12月28日まで延期されています
ので、引き続きご協力をよろしくお
願いします。

九州北部豪雨災害への取り組み九州北部豪雨災害への取り組み九州北部豪雨災害への取り組み九州北部豪雨災害への取り組み

現地派遣職員の
支援活動報告

　9月10日から13日まで4日間朝倉市災害ボランティアセンターへ入り、復旧
支援活動を行ってまいりました。
　現地では、500名を超えるボランティアの方々が集まり、遠くは大阪、名古
屋、兵庫、岡山、広島などから活動に参加されていました。
　私は、車両・資材班の担当として、ボランティアさんの車両の配車及び活動
を行う資材の調達をさせていただきました。
　復旧活動は炎天下の中、被災された家屋、側溝や水路の掃除など大量の
土砂を手作業による、掻き出し、家具の片付けなど広範囲にわたる活動でし
た。また、活動中に熱中症により体調を崩されるボランティアさんもいました。
　被害の出ている地域では、慣れない避難所での生活、大量の土砂に埋も
れた自宅の片付け、これからの暮らしの再建への不安などが大きな負担とな
っています。
　現在では、休日のボランティア参加者がピーク時の3割程度になっていま
す。誰かがそっと手を貸す（ボランティア活動に参加）だけで、一歩一歩被災
地の復旧が進んでいきます。
　皆さまのご協力をお願いいたします。

福岡県共同募金会　飯塚市支会へ

お寄せいただいた義援金総額

災害
義援金を
受付中!

災害
義援金を
受付中!

ボランティア
受付

ボランティア
保険手続

現場の
状況説明

班分け

資材受付・送迎
車両の確認

搬入資材確認資材積み込み

活動

災害
ボランティア
センター
の流れ

災害
ボランティア
センター
の流れ

災害
ボランティア
センター
の流れ

災害
ボランティア
センター
の流れ

（小石原地区ボランティアセンター）

486,679円（10月13日現在）

（地域課係長　中村 和之）
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身近な地域の福祉活動をご紹介します

地区(校区)社協・地域福祉ネットワーク委員会活動との協働

地区(校区)社協（18か所）

地域福祉ネットワーク委員会（20か所）
飯塚市社会福祉協議会
（飯塚市社協）

皆さんの地域に、地区(校区)社協や地域福祉ネットワーク委員会という組織が任意団体として設置されていることは

ご存知でしょうか?　 

地区(校区)社協は、子どもから障がいを持たれた方やお年寄りまで、幅広い年齢層に対する福祉活動を展開されてい

ますが、地域福祉ネットワーク委員会は、高齢者に特化した活動を展開され、どちらの団体も地域住民にもっとも近い

存在として、地域の福祉課題に応じた地域ならではのきめ細かい福祉サービスを実践されています。

メンバーとしては、自治会長・民生委員児童委員・老人クラブ・障がい者団体・福祉委員・青少年健全育成会・食生活改

善推進会・まちづくり協議会・公民館・包括支援センターなどの代表者等で構成されていますが、地域の実情に合わせて

組織されていますので一律ではありません。

また、活動も一律のものではなく、下記に示した主な活動はもとより、ゲートボール大会やグラウンドゴルフ大会、子

育てサロン、ウォーキング大会、福祉講演会、花いっぱい運動、ふれあい電話相談、訪問活動、広報誌の発行、福祉バザ

ー、男性料理教室、バスハイク、あいさつ運動など多岐にわたっており、活動を通して顔の見える関係づくりに重点を置

かれています。

飯塚市社協は、地域のみなさまが地域福祉活動を行いやすいように、活動内容、人財育成、情報提供、財政援助などを

行いながら、共に『福祉のまちづくり』を進めるパートナーとして支援しています。

地域の実情に合わせて取り組んでいる住民主体の主な活動

各種研修会世代間交流事業一人暮らし高齢者交流会

配食サービスねんりんバスハイクいきいきサロン

閉じこもり防止や介護予防を目
的としたふれあい型サロン活動

高齢者の心身のリフレッシュや
仲間づくりを目的とした日帰り
バスハイク

一人暮らし高齢者の不安の解消
と安否確認を目的としたふれあ
い型給食サービス

一人暮らし高齢者の社会参加や

仲間づくりを目的とした交流会

幅広い世代が集まり、伝統行事

などを通じて交流し、地域のつ

ながりを深める活動

地域福祉活動に役立つ最新の

福祉情報や各種制度を学ぶた

めの研修会
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飯塚飯塚

筑穂筑穂

穂波穂波

頴田頴田

立岩地区社協
田中 久智会長

立岩地区ネット
後藤 靜児委員長

飯塚地区社協・ネット
田中 和俊会長

飯塚東地区社協・ネット
金子 昭春会長

二瀬地区社協・ネット
寺尾 禮三会長

幸袋地区社協
中垣 秀樹会長

幸袋地区ネット
岩橋 武志委員長

鯰田地区社協・ネット
小鶴 謙吾会長

鎮西地区社協・ネット
和多 八州男会長

片島地区社協・ネット
今福 裕子会長

菰田地区社協
亀田 益雄会長

菰田地区ネット
今中 兵一委員長

穎田地区社協・ネット
大塚 政信会長

筑穂地区社協
髙石 彰也会長

庄内地区社協・ネット
森 昭会長

大分校区ネット
江島 康博委員長

楽市校区東社協・ネット
福島 健治会長

楽市校区西社協・ネット
角銅 輝彦会長

平恒校区社協・ネット
渡辺 康臣会長

上穂波校区ネット
田中 英美委員長

内野校区ネット
多田 憲昭委員長

高田校区社協・ネット
村上 晴美会長

椋本校区社協・ネット
藤井 勝之会長

若菜校区社協・ネット
中島 洋有会長

庄内庄内
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平成29年10月25日（水）春日市クロ－バ－プラザアリ－ナ棟大ホ－ルにおいて
福岡県社会福祉大会が開催され、下記の方々が受賞されました。

福岡県共同募金会会長 感謝
黒河 幸彦 㠶足 直子 千々谷 陽彦 野見山 三千人 尾篭 慎吾
圓入 近子 吉原 光子 福長 君代 宮津 銑治 白土 千奈見

福岡県共同募金会会長 表彰
鷹取 尚文 山本 悦子 中野 静雄 久保 悦子 荒木 美代子

（民生委員・児童委員特別功労者）

（社会福祉事業特別功労者）
福岡県社会福祉協議会会長 表彰

金丸 徹 野見山 三千人 㠶足 直子 長岡 正昭 貝原 妙 本松 京子
久保 悦子 圓入 近子 岡﨑 年夫 荒木 美代子 岡松 妙子 亀田 益雄
梅野 典子 青柳 光亮 小池 千津子 小鶴 寿子 時川 宏臣 熊井 信子　　

久原 千景 藤川 真理穂 泉 千賀子 妹川 映子 笹尾 龍雄 生島 規子

（優良社会福祉事業施設）
梅香苑 なのはな保育園

（民生委員・児童委員）
福岡県知事　表彰

藤井 かおり 福間 豊
（ボランティア等功労者）
中社 久子

原 新子 池本 武富士 清原 千惠子 江藤 とみ子
三宅 勲 宇野 靜子 曾我部 敏子 藤春 夏子
中山 万知子 青野 とし子 福長 君代 髙橋 小夜子
梶山 好子 酒見 清子 藤本 早苗 大塚 章子
大久保 武敏 白土 千奈見 平野 久子 撰田 陽子
鷹取 尚文 吉原 光子

（民生委員・児童委員）

足立 智徳 關屋 浩二郎 生島 規子
（社会福祉事業施設従事者）

庄司 若おかみ 田中 庸子 松山 和子 隈元 美穂 宮嶋 澄子 千代田 節代
古川 節子 江島 陽子 林 京子 鬼丸 美惠子 井上 節子

（ボランティア等功労者）

福岡県知事　感謝
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10月10日、本会会議室において飯塚市内20の社会福祉法人が集まり、飯塚市社会福祉法

人地域公益活動連携協議会設立総会が行われました。

この背景には、社会福祉法人制度改革などを柱とする社会福祉法の改正が大きくかかわっ

ています。

この改正の主な内容は、社会福祉法人には事業運営の透明性の向上などとともに、「地域に

おける公益的な取り組み」の実施を責務として位置付け、制度化された社会福祉事業だけでは

なく、ひきこもり、介護放棄、生活困窮等、社会的孤立による課題や制度の狭間の課題に対し、

率先して取り組むことを強く求められる内容となっています。

しかし、個々の法人単位で

地域における公益的な取り

組みを実施するには、情報不足やマンパワー不足、実施

方法の問題など、意図される目的に沿って的確に進め

ることは厳しい状況にあります。

そこで、飯塚市社会福祉法人地域公益活動連携協議

会（略して「飯塚市社福連」）は、地域住民の福祉の向上

と安心安全な地域づくりを行うために、会員相互の情

報交換・地域ニーズや課題分析・実践活動を通して、会

員の連携協働による地域における公益的な取り組みを

行うことを目的として設立いたしました。

同じ社会福祉法人と言っても、今までは児童・障がい

者・高齢者・地域福祉の4つの分野の社会福祉法人がそ

れぞれの専門性を活かした事業を展開していましたので、顔の見える横の関係性は見えづらい面がありましたが、これか

らは、連携することで地域課題に対して専門性を活かした知識とアイデアと行動力をもって取り組むことができます。

今回、会長に就任された渕上忠彦氏（社会福祉法人穂波学園理事長）は、「この会の具体的な活動内容はまだ決まって

いませんが、会員法人同士の顔の見える関係づくりをしながら、地域に、そして社会に開かれた信頼される社会福祉法人

を目指して、やっていることを地域に発信して行きたい」と、決意を述べられました。

飯塚市社会福祉法人
地域公益活動連携協議会の設立総会開催
飯塚市社会福祉法人
地域公益活動連携協議会の設立総会開催

会長に就任した
渕上 忠彦会長
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附
》

◇
十
万
円 

九
州
ア
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

 

　
　
　 

愛
好
会
エ
ン
ド
ラ
ス
ト
様

◇
三
千
円 

飯
塚
市
婦
人
会
様

◇
四
千
九
百
五
十
円 

飯
塚
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
様

《
指
定
寄
附
》

◇
一
万
円 

伊
川
乙
丸 

稲
益
　
末
廣
様

《
香
典
寄
附
》

飯
塚
地
区

◇
一
万
円 

吉
原
町

 

田
中
　
ケ
イ
子
様 

（
故
　
繁
生
様
）

片
島
地
区

◇
三
万
円 

片
島
本
町 

山
田
　
謙
二
様 

（
故
　
千
代
子
様
）

菰
田
地
区

◇
二
万
円 

元
　
　
宮 

松
岡
　
満
徳
様 

（
故
　
ト
ク
子
様
）

◇
二
万
円 

昭
和
通

 

大
久
保
　
道
守
様 

（
故
　
悦
子
様
）

◇
一
万
円 

昭
和
通

 

小
松
　
浩
太
郎
様（
故 

山
本 

美
枝
幸
様
）

飯
塚
東
地
区

◇
五
万
円 

上
三
緒
第
三 

仲
上
　
桂
子
様 

（
故
　
吉
則
様
）

◇
二
万
円 

上
三
緒
第
四 

籾
井
　
光
代
様 

（
故
　
赤
司 

文
代
様
）

鯰
田
地
区

◇
五
万
円 

鯰
田
東
町 

中
嶋
　
美
恵
子
様 

（
故
　
信
行
様
）

◇
五
万
円 

鯰
田
本
町 

藤
島
　
重
美
子
様 

（
故
　
茂
嗣
様
）

二
瀬
地
区

◇
二
万
円 

南
伊
川

 

伊
藤
　
義
喜
様 

（
故
　
八
千
代
様
）

◇
五
万
円 

上
相
田

 

肘
井
　
郁
秀
様 

（
故
　
三
千
雄
様
）

◇
三
万
円 

上
相
田

 

肘
井
　
七
々
重
様 

（
故
　
利
充
様
）

◇
三
万
円 

西
横
田

 

三
村
　
輝
彦
様 

（
故
　
初
枝
様
）

◇
二
万
円 

新
二
瀬

 

大
塚
　
隆
司
様 

（
故
　
照
子
様
）

◇
三
万
円 

相
　
　
田 

肘
井
　
ト
キ
エ
様 

（
故
　
達
夫
様
）

◇
三
万
円 

伊
川
乙
丸 

稲
益
　
末
廣
様 

（
故
　
サ
エ
ノ
様
）

◇
三
万
円 

伊
川
乙
丸 

須
尭
　
豊
子
様 

（
故
　
敬
次
郎
様
）

幸
袋
地
区

◇
二
万
円 

柳
　
　
橋 

村
田
　
一
二
三
様 

（
故
　
タ
ツ
子
様
）

◇ 
吉
　
　
北 

大
和
　
勝
子
様 

（
故
　
海
洋
様
）

◇
二
万
円 
目
尾
中
央 

小
野
　
正
勝
様 

（
故
　
十
四
男
様
）

鎮
西
地
区

◇ 

明
星
寺

 
 

（
故
　
岡
松 

豊
寛
様
）

◇ 

八
木
山

 
石
坂
　
富
重
様 

（
故
　
智
萬
富
様
）

◇
三
万
円 

潤
野
上

 

浅
田
　
良
一
様 

（
故
　
光
子
様
）

◇
三
万
円 

明
星
寺

 

渕
上
　
廣
様 

（
故
　
好
子
様
）

◇
二
万
円 

明
星
寺

 

桑
名
　
信
次
様 

（
故
　
猛
様
）

《
地
区
へ
の
寄
附
》

片
島
地
区

◇
二
万
円 

片
島
本
町
自
治
会 

山
田
　
謙
二
様 

（
故
　
千
代
子
様
）

◇
一
万
円 

片
島
本
町
公
民
館 

山
田
　
謙
二
様 

（
故
　
千
代
子
様
）

飯
塚
東
地
区

◇
二
万
円 

上
三
緒
第
四
自
治
会 

籾
井
　
光
代
様 

（
故
　
赤
司 

文
代
様
）

二
瀬
地
区

◇
五
万
円 

上
相
田
自
治
会 

肘
井
　
郁
秀
様 

（
故
　
三
千
雄
様
）

◇
三
万
円 

相
田
自
治
会 

肘
井
　
ト
キ
エ
様 

（
故
　
達
夫
様
）

◇
三
万
円 

相
田
七
組 

肘
井
　
ト
キ
エ
様 

（
故
　
達
夫
様
）

鯰
田
地
区

◇
五
万
円 

鯰
田
本
町
自
治
会 

藤
島
　
重
美
子
様 

（
故
　
茂
嗣
様
）

◇
五
万
円 

鯰
田
本
町
五
地
区 

藤
島
　
重
美
子
様 

（
故
　
茂
嗣
様
）

幸
袋
地
区

◇
二
万
円 

目
尾
中
央
自
治
会 

小
野
　
正
勝
様 

（
故
　
十
四
男
様
）

鎮
西
地
区

◇
三
万
円 

潤
野
上
自
治
会 

浅
田
　
良
一
様 

（
故
　
光
子
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
寄
附
》

片
島
地
区

◇
一
万
円 

片
島
本
町 

山
田
　
謙
二
様 

（
故
　
千
代
子
様
）

飯
塚
東
地
区

◇
一
万
円 

三
緒
浦

 

椎
葉
　
久
見
様 

（
故
　
幸
子
様
）

◇
一
万
円 

上
三
緒
第
二 

若
林
　
笑
子
様 

（
故
　
一
夫
様
）

二
瀬
地
区

◇
二
万
円 

新
二
瀬

 

大
塚
　
隆
司
様 

（
故
　
照
子
様
）

◇
二
万
円 

伊
川
乙
丸 

稲
益
　
末
廣
様 

（
故
　
サ
エ
ノ
様
）

◇
二
万
円 

高
雄
区

 

松
竹
　
睦
子
様 

（
故
　
米
次
様
）

◇
一
万
円 

中
央
区

 

嶋
田
　
義
信
様 

（
故
　
ハ
ル
エ
様
）

◇
二
万
円 

相
　
　
田 

松
田
　
五
月
子
様 

（
故
　
浩
二
様
）

◇
二
万
円 

高
雄
区

 

津
村
　
マ
リ
子
様 

（
故
　
庸
夫
様
）

◇
三
万
円 

新
高
雄

 

岸
　
佳
代
様 

（
故
　
三
井 

和
明
様
）

菰
田
地
区

◇
一
万
円 

駅
　
　
通 

田
中
　
弘
子
様 

（
故
　
義
昭
様
）

◇
一
万
円 

昭
和
通

 

大
村
　
昌
生
様 

（
故
　
孝
子
様
）

◇
一
万
円 

木
の
花

 

宮
本
　
啓
一
様 

（
故
　
啓
典
様
）

◇
一
万
円 

大
　
　
新 

党
　
彰
様 

（
故
　
節
子
様
）

◇
一
万
円 

昭
和
通

 

沖
田
　
強
様 

（
故
　
ミ
サ
オ
様
）

◇
一
万
円 

昭
和
通

 

小
松
　
浩
太
郎
様 （
故 

山
本 

美
枝
幸
様
）

◇
一
万
円 

五
穀
神

 

松
岡
　
保
子
様 

（
故
　
武
様
）

鯰
田
地
区

◇
一
万
円 

鯰
田
上
町 

松
久
　
博
子
様 

（
故
　
喜
久
榮
様
）

◇
五
万
円 

鯰
田
本
町 

藤
島
　
重
美
子
様 

（
故
　
茂
嗣
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円 

明
星
寺

 

桑
名
　
信
次
様 

（
故
　
猛
様
）

◇
三
万
円 

明
星
寺

 

渕
上
　
廣
様 

（
故
　
好
子
様
）

◇
二
万
円 
潤
野
下

 

石
田
　
乃
富
子
様 

（
故
　
征
一
郎
様
）

幸
袋
地
区

◇
二
万
円 

目
尾
中
央 

小
野
　
正
勝
様 

（
故
　
十
四
男
様
）

◇
三
万
円 

柳
　
　
橋 
野
見
山
　
猛
子
様 

（
故
　
賢
一
様
）

◇
一
万
円 

中
　
　
一 

貞
方
　
登
代
子
様 

（
故
　
伊
志
男
様
）

◇
三
万
円 

庄
　
　
司 

栗
原
　
卓
次
様 

（
故 

小
金
丸 

フ
ミ
エ
様
）

◇ 

吉
　
　
北 

大
和
　
勝
子
様 

（
故
　
海
洋
様
）

◇
二
万
円 

栄
町
二
丁
目 

木
戸
　
ゆ
う
子
様 （
故 

大
賀 

慶
一
様
）

◇
二
万
円 

庄
　
　
司 

白
石
　
峰
広
様 

（
故
　
三
次
様
）

《
初
盆
寄
附
》

幸
袋
地
区

◇
一
万
円 

栄
町
三
丁
目 

松
尾
　
敬
子
様 （
故
　
野
上 

千
恵
子
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円 

潤
野
上

 

浅
田
　
良
一
様 

（
故
　
光
子
様
）

◇
二
万
円 

潤
野
下

 

松
本
　
芳
江
様 

（
故
　
木
村 

勝
代
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
寄
附
》

鎮
西
地
区

◇
二
万
円 

潤
野
下

 

松
本
　
芳
江
様 

（
故
　
木
村 

勝
代
様
）

◇
五
万
円 

蓮
台
寺

 

二
宮
　
大
様 

（
故
　
二
宮 

教
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円 

栄
町
三
丁
目 

松
尾
　
敬
子
様 

（
故 

野
上 

千
恵
子
様
）

二
瀬
地
区

◇
一
万
円 

東
川
津

 

平
田
　
伊
都
子
様 

（
故
　
雅
幸
様
）

◇
一
万
円 

新
高
雄

 

岸
　
佳
代
様 

（
故
　
三
井 

和
明
様
）

◇
二
万
円 

相
　
　
田 

松
田
　
五
月
子
様 

（
故
　
浩
二
様
）

◇
二
万
円 

潤
野
下

 

松
本
　
芳
江
様 

（
故
　
木
村 

勝
代
様
）

《
地
区
へ
の
寄
附
》

鎮
西
地
区

◇
二
万
円 

潤
野
上
自
治
会 

浅
田
　
良
一
様 

（
故
　
光
子
様
）

【
穂
波
支
所
受
付
分
】

《
穂
波
支
所
へ
香
典
寄
附
》

◇
堀
　
　
池 

桝
谷
　
藤
子
様 

（
故
　
勉
様
）

◇
堀
　
　
池 

中
村
　
弘
子
様 

（
故
　
ヒ
サ
ノ
様
）

◇
秋
　
　
松 

宮
﨑
　
芳
輝
様 

（
故
　
此
枝
様
）

◇
秋
　
　
松 

平
　
佐
紀
子
様 

（
故
　
正
道
様
）

◇
南
　
　
尾 

中
村
　
孝
治
様 

（
故
　
マ
サ
ヱ
様
）

◇
平
恒
本
町 

小
井
手
　
静
木
様 

（
故
　
ヱ
ミ
子
様
）

◇
神
の
浦
浦
田 

守
谷
　
規
久
夫
様 

（
故
　
正
枝
様
）

◇
椿 

青
栁
　
孝
子
様 

（
故
　
翁
源
様
）

◇
椋
　
　
本 

小
村
　
義
髙
様 

（
故
　
カ
ツ
子
様
）

◇
舎
利
蔵

 

熊
谷
　
万
里
子
様 

（
故
　
国
丸
清
勝
様
）

◇
津
　
　
原 

久
留
見
　
昌
彦
様 

（
故
　
澄
子
様
）

◇
津
　
　
原 

海
蔵
寺
　
洋
子
様 

（
故
　
洋
美
様
）

ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　ご
ざ
い
ま
し
た
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▼
本
会
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
は
、

「
他
の
福
祉
団
体
等
」
へ
の
寄
附
も
あ

わ
せ
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ

ご
寄
付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。

但
し
、
他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分

は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。 お

　
知
　
ら
　
せ

◇
見
　
　
田 

横
山
　
文
子
様 

（
故
　
光
治
様
）

◇
弁
　
　
分 

弓
削
　
正
子
様 

（
故
　
ハ
ツ
子
様
）

◇
弁
　
　
分 

安
武
　
明
美
様 

（
故
　
良
春
様
）

◇
小
正
一
区 

藤
川
　
厚
子
様 

（
故
　
重
吉
様
）

◇
小
正
浦
の
原 
竹
上
　
嘉
洋
様 

（
故
　
秋
江
様
）

◇
小
正
浦
の
原 
髙
瀬
　
よ
志
子
様 

（
故
　
光
男
様
）

◇
枝
国
三
区 

山
口
　
真
弓
様 

（
故
　
秀
雄
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
堀
　
　
池 

中
村
　
弘
子
様 

（
故
　
ヒ
サ
ノ
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
南
　
　
尾 

中
村
　
孝
治
様 
（
故
　
マ
サ
ヱ
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
太
郎
丸
一
区 

加
来
　
吉
子
様 

（
故
　
孝
一
様
）

◇
太
郎
丸
一
区 

石
橋
　
英
生
様 

（
故
　
ミ
キ
エ
様
）

◇
弁
　
　
分 

安
武
　
明
美
様 

（
故
　
良
春
様
）

◇
椿 

青
栁
　
孝
子
様 

（
故
　
翁
源
様
）

◇
椋
　
　
本 

小
村
　
義
髙
様 

（
故
　
カ
ツ
子
様
）

◇
椋
　
　
本 

福
澤
　
麗
子
様 

（
故
　
猷
男
様
）

◇
椋
　
　
本 

青
柳
　
愛
子
様 

（
故
　
安
雄
様
）

◇
天
　
　
道 

小
野
山
　
洋
子
様 

（
故
　
哲
由
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
高
　
　
田 

小
金
丸
　
茂
実
様 

（
故
　
フ
ミ
エ
様
）

◇
津
　
　
原 

久
留
見
　
昌
彦
様 

（
故
　
澄
子
様
）

◇
津
　
　
原 

海
蔵
寺
　
洋
子
様 

（
故
　
洋
美
様
）

◇
見
　
　
田 

横
山
　
文
子
様 

（
故
　
光
治
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
枝
国
一
区 

宮
原
　
美
佐
様 

（
故
　
介
平
様
）

《
穂
波
支
所
へ
初
盆
寄
附
》

◇
秋
　
　
松 

宮
﨑
　
芳
輝
様 

（
故
　
此
枝
様
）

◇
松
ヶ
瀬

 

山
﨑
　
昭
様 

（
故
　
久
子
様
）

◇
忠
隈
一
区 

田
崎
　
利
幸
様 

（
故
　
ハ
ル
様
）

◇
楽
　
　
市 

原
田
　
照
生
様 

（
故
　
邦
子
様
）

◇
平
　
　
恒 

渡
邊
　
公
子
様 

（
故
　
治
利
様
）

◇
安
　
　
恒 

岡
松
　
郁
子
様 

（
故
　
稔
雄
様
）

◇
安
　
　
恒 

藤
井
　
清
人
様 

（
故
　
亥
之
助
様
）

 
 

（
故
　
ト
シ
子
様
）

◇
弁
　
　
分 

諸
原
　
み
ゆ
き
様 

（
故
　
国
男
様
）

◇
椿 

佐
藤
　
秀
行
様 

（
故
　
青
栁
哲
子
様
）

◇
太
郎
丸
二
区 

青
柳
　
信
五
様 

（
故
　
義
一
様
）

◇
高
　
　
田 

矢
野
　
正
人
様 

（
故
　
シ
マ
子
様
）

◇
高
　
　
田 

深
町
　
久
枝
様 

（
故
　
光
徳
様
）

◇
高
　
　
田 

青
柳
　
和
次
様 

（
故
　
マ
ス
ミ
様
）

◇
高
　
　
田 

深
町
　
登
代
子
様 

（
故
　
達
太
郎
様
）

◇
津
　
　
原 

大
谷
　
真
一
様 

（
故
　
真
澄
様
）

◇
津
　
　
原 

海
蔵
寺
　
ハ
マ
子
様 

（
故
　
利
己
様
）

◇
見
　
　
田 

横
山
　
文
子
様 

（
故
　
光
治
様
）

◇
舎
利
蔵

 

河
邊
　
康
子
様 

（
故
　
邦
亘
様
）

◇
久
保
白

 

大
村
　
伸
一
様 

（
故
　
稔
美
様
）

◇
秋
松
西

 

瀧
本
　
節
子
様 

（
故
　
ア
キ
ノ
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
初
盆
寄
附
》

◇
松
ヶ
瀬

 

髙
嶋
　
美
千
代
様 

（
故
　
野
中 

ト
キ
ヨ
様
）

◇
楽
　
　
市 

河
野
　
保
光
様 

（
故
　
フ
サ
ヱ
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
初
盆
寄
附
》

◇
椋
　
　
本 

米
田
　
明
彦
様 

（
故
　
磯
子
様
）

◇
弁
　
　
分 

諸
原
　
み
ゆ
き
様 

（
故
　
国
男
様
）

◇
椿 

佐
藤
　
秀
行
様 

（
故
　
青
栁 

哲
子
様
）

◇
太
郎
丸
二
区 

青
柳
　
信
五
様 

（
故
　
義
一
様
）

◇
天
　
　
道 

井
上
　
保
様 
（
故
　
小
野
山 

春
枝
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
初
盆
寄
附
》

◇
高
　
　
田 

矢
野
　
正
人
様 

（
故
　
シ
マ
子
様
）

◇
高
　
　
田 

深
町
　
久
枝
様 

（
故
　
光
徳
様
）

◇
高
　
　
田 

青
柳
　
和
次
様 

（
故
　
マ
ス
ミ
様
）

◇
高
　
　
田 

深
町
　
登
代
子
様 

（
故
　
達
太
郎
様
）

◇
津
　
　
原 

大
谷
　
真
一
様 

（
故
　
真
澄
様
）

◇
津
　
　
原 

海
蔵
寺
　
ハ
マ
子
様 

（
故
　
利
己
様
）

◇
津
　
　
原 

須
藤
　
重
広
様 

（
故
　
マ
ス
子
様
）

◇
見
　
　
田 

横
山
　
文
子
様 

（
故
　
光
治
様
）

◇
舎
利
蔵

 

河
邊
　
康
子
様 

（
故
　
邦
亘
様
）

◇
久
保
白

 

大
村
　
伸
一
様 

（
故
　
稔
美
様
）

【
筑
穂
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
附
》

◇
阿
　
　
恵 

矢
野
　
佐
登
志
様 

（
故
　
良
明
様
）

◇
大
　
　
分 

伊
佐
　
康
正
様 

（
故
　
美
智
子
様
）

◇ 
 

（
故
　
大
庭 

昭
子
様
）

◇ 

藤
中
　
忠
則
様 

（
故
　
真
由
美
様
）

◇ 

藤
中
　
義
美
様 

（
故
　
キ
ク
エ
様
）

《
桜
の
園
へ
指
定
寄
附
》

◇
弥
　
　
山 

岸
　
忠
義
様 

（
故
　
利
子
様
）

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
内
　
　
住 

荒
巻
　
清
一
様 

（
故
　
仁
三
様
）

◇
大
　
　
分 

砥
綿
　
元
様 

（
故
　
ミ
ユ
キ
様
）

◇
鶯
　
　
塚 

藤
田
　
國
吉
様 

（
故
　
早
子
様
）

◇
山
　
　
口 

藤
本
　
ひ
と
み
様 

（
故
　
髙
山 

強
様
）

◇
馬
　
　
敷 

瓜
生
　
ミ
ヨ
子
様 

（
故
　
早
雄
様
）

◇
二
万
円 

馬
敷 

瓜
生
　
勝
義
様 

（
故
　
ツ
タ
ヱ
様
）

◇
筑
穂
元
吉 

鉄
石
　
登
美
子
様 

（
故
　
諒
子
様
）

◇
一
万
円 

浦
田 

原
　
マ
ツ
子
様 

（
故
　
親
夫
様
）

◇
筑
穂
栄
町 

牛
嶋
　
尚
宏
様 

（
故
　
秋
子
様
）

◇
筑
穂
栄
町 

佐
々
木
　
千
仭
様 

（
故
　
百
富 

久
美
子
様
）

◇
平
　
　
塚 

大
塚
　
マ
サ
ヨ
様 

（
故
　
知
之
様
）

◇
平
　
　
塚 

水
野
　
さ
え
子
様 

（
故
　
富
之
様
）

◇
阿
　
　
恵 

桑
野
　
兼
秀
様 

（
故
　
マ
ツ
様
）

◇
下
　
　
揚 

武
本
　
正
国
様 

（
故
　
清
香
様
）

◇
上
　
　
揚 

大
庭
　
正
一
様 

（
故
　
久
美
子
様
）

【
庄
内
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
附
》

◇
赤
　
　
坂 

戸
畑
　
嘉
昭
様 

（
故
　
光
子
様
）

◇
赤
　
　
坂 

伊
地
知
　
ひ
と
み
様 

（
故
　
マ
サ
子
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
有
　
　
安 
松
藤
　
浩
様 

（
故
　
悦
子
様
）

◇
綱
　
　
分 

花
岡
　
博
志
様 

（
故
　
秀
和
様
）

◇
綱
　
　
分 

玉
井
　
享
子
様 

（
故
　
敬
一
様
）

◇
有
　
　
安 

中
瀬
　
順
子
様 

（
故
　
慶
一
様
）

◇
赤
　
　
坂 

実
藤
　
ヨ
シ
エ
様 

（
故
　
和
久
様
）

◇
仁
　
　
保 

中
園
　
由
美
子
様 

（
故
　
ハ
ツ
エ
様
）

◇
筒
　
　
野 

笹
栗
　
美
和
子
様 

（
故
　
稔
宏
様
）

◇
有
　
　
安 

野
見
山
　
久
代
様 

（
故
　
輝
清
様
）

◇
赤
　
　
坂 

一
倉
　
シ
ヅ
エ
様 

（
故
　
正
則
様
）

◇
筒
　
　
野 

小
峠
　
清
昭
様 

（
故
　
ウ
ラ
子
様
）

◇
綱
　
　
分 

春
野
　
久
子
様 

（
故
　
岡
松 

杉
ノ
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
初
盆
寄
附
》

◇
入
　
　
水 

野
口
　
猛
様 

（
故
　
ヒ
デ
様
）

◇
有
　
　
井 

酒
見
　
清
子
様 

（
故
　
一
夫
様
）

◇
綱
　
　
分 

花
岡
　
博
志
様 

（
故
　
秀
和
様
）

《
新
生
連
へ
香
典
寄
附
》

◇
筒
　
　
野
　
笹
栗
　
美
和
子
様 

（
故
　
稔
宏
様
）

◇
筒
　
　
野
　
小
峠
　
清
昭
様 

（
故
　
ウ
ラ
子
様
）

【
頴
田
支
所
受
付
分
】

《
香
典
寄
附
》

◇
一
万
円 

石
丸
団
地
３ 

松
岡
　
重
雄
様 

（
故
　
サ
ダ
子
様
）

《
頴
田
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
六
反
畑 

古
田
　
敏
彦
様 

（
故
　
チ
エ
子
様
）

第 3 5 号（９） 飯塚市社会福祉協議会だより 2017年11月15日



飯塚市社会福祉協議会だより2017年11月15日 第 3 5 号（１０）

“いきいきサロンやお世話役(ボランティア活動)は自分のために！”

9月20日、イイヅカコミュニティセンター大ホールにおいて、本会の設立10

周年記念基調講演で大好評だったmottoひょうご事務局長 栗木 剛氏を講師

に迎え、「笑顔いっぱいのサロンづくりを目指して!!」と題して研修会を行いま

「サロンがいつ（日時）あるのか意識すること」「家から出て人に会うこと」「人

と会って話をすること」など、いきいきサロンは認知症予防そのもの。

誰かのための活動は、自分自身の健康に大いに役立っているということを、

笑いを交えてお話をしていただきました。

あっという間の90分。栗木先生の話術

に笑いが絶えず、参加された方からは、

「なんだか肩の力が抜けていい感じだわ」

などの感想が寄せられました。

平成29年10月15日（日）、イイヅカコスモスコモン周辺を会場とし、「みんなの健康・福祉のつどい2017」を

開催いたしました。あいにくの雨天にもかかわらず多くの市民の方 （々約3,500名）にご来場いただきました。

つどいでは健康・福祉をテーマとしたさまざまなコーナーやイベントが用意され、ステージや昼食バザーを

楽しみながら、展示・相談のブースでは見識を広げていただけたと思います。

来場された市民の方をはじめ、運営にご協力いただきました団体や多くのボランティアの皆様、本当にあり

がとうございました。

お世話人研修会報告お世話人研修会報告ふれあい・
いきいきサロン
ふれあい・
いきいきサロン

のつどいみんなの健康福祉 2017



第 3 5 号（１１） 飯塚市社会福祉協議会だより 2017年11月15日

　精神障害に係る医療・福祉サービス・生活全般につい
て、障害者をかかえる家族・当事者の相談員（飯塚市精
神障害者相談員）が同じ悩みをもつものとしてお話を
うかがい、共に考えます。相談スペースは広い和室です
ので、よろしければ障害当事者の方の同伴もどうぞ。個
人情報やお話の内容など、秘密厳守します。予約は要り
ません。相談無料です。

・と　き　毎月第２土曜日　13時半～16時
・ところ　サン・アビリティーズいいづか和室

（飯塚市歴史資料館隣）
（電話相談もどうぞ）　

・連絡先：嘉飯山地区精神障害者家族会いずみ会

・なお、毎月第３木曜日13時半より、嘉穂・鞍手保健
福祉環境事務所の一室で定例会を開いています。
多くの人の経験を学べます。自由に参加できます。http://www.fukushi-work.jp

福祉人材バンク
〒820-0011
飯塚市柏の森956-4
☎（0948）23-2210

筑豊
地区

社会福祉法人　飯塚市社会福祉協議会

応援します！

福祉の仕事

福祉の仕事、資格等に関するご質問が
ございましたらお気軽にお問い合せ下さい。
◆相談受付/9:00～16:30
◆定休日 /土・日・祝　　　 

インターネットで求職できます

福祉の職場で活躍したい方と
福祉人材を求めている施設との
マッチング・仲介を行っています。

精神障害者家族相談員による
相談会のご案内

「認知症サポーター」とは、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を支援する応援者です。あなたも認知症サ

ポーターになって、自分の家族や友人、知人、地域の方が安心して暮らせる応援者の一人になりませんか。

《お問い合わせ・申込先》 飯塚市社会福祉協議会　穂波支所　☎0948-29-5520（担当：岡松・田上）

認知症サポーター養成講座開催のお知らせ
平成29年度

認知症サポーター
フォローアップ研修

認知症サポーター養成講座
（市民講座）

H29年12月2日（土）
13：30～15:00

H30年1月27日（土）
10：30～12:00

初めての方、
関心のある方

サポーター養成講座
を受講された方

立岩公民館
第１研修室

立岩公民館
第１研修室

参加要件場　所日　時内　容

修了証として
オレンジリングが
もらえます

筑穂中学校と内野小学校の皆さんからたくさんのプルタ
ブを寄付していただきました。
集められたプルタブは収集ボランティアの皆さんに仕分

けていただき、車イス購入費用に当てられます。
ありがとうございました。



心配ごと相談所開設のお知らせ

飯塚市社会福祉協議会だより2017年11月15日 第 3 5 号（１２）

　この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金の一部、皆様方の寄付金により発行させていただいております。

◆心配ごと相談日◆

◆飯塚本所　☎0948-23-2210

◆穂波支所　☎0948-29-5520

◆筑穂支所　☎0948-72-3085

◆庄内支所　☎0948-82-4736

◆頴田支所　☎09496-2-5855

※飯塚本所（第2金曜日）穂波支所（第4火曜日）筑穂支所（第1水曜日）庄内支所（第3木曜日）頴田支所（第4木曜日）

飯 塚 本 所

穂 波 支 所

筑 穂 支 所

庄 内 支 所

頴 田 支 所

１２月 １月 ２月 ３月

0948-82-5300
問合せ

毎月第2日曜日・
年末年始

休館日

午前9時から
午後9時30分

開館時間
飯塚市綱分771番地1
場　所

日日日 日８ １２ ９ ９

日日日日２６ ２３ ２７ ２７

日日休日６ ７ ７

日日日日２１ １８ １５ １５

日日日日２８ ２５ ２２ ２２

（時間は、いずれも13時～15時）

●多機能室： 720円（冷暖房料400円）
●栄養指導室： 300円（冷暖房料200円）
●保健指導室： 200円（冷暖房料100円）
●栄養指導室： 200円（冷暖房料100円）
●ボランティア室： 200円（冷暖房料100円）
※市外の方は利用料及び冷暖房料が10割増しと
　なります。

貸室利用料（１時間あたり）

浴室利用料

飯塚市庄内
保健福祉総合センターハーモニー

市民の皆さまの健康保持と保健の意識向上を図り、総合的な福祉

サービスを提供することを目的とした施設で、指定管理者として飯塚市

社会福祉協議会が管理運営を行っています。施設内では、入浴設備並び

に貸室・運動指導室（事前の申込必要）の利用ができます。会議・研修

会・各サークル活動など市内・市外の個人、団体に使用していただけます

大　人

小学生（幼児は無料）

65歳以上の方・障がい者の方

市内  市外

200円 300円

100円 150円

100円 150円


